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情報の供給と消費のアンバランスを解消し

たときこそ,兵のマルチメディア時代
朋丘理事 小川圭祐

｢マルチメディアの時代は,情報発イLfの時代｣,｢佃の時代.主張

の時代｣といわれております.確かに,インタネットの利用状況を

みておりましても,個性あふれるlVWW が世非中に広がり,自ら

の感件を広く7tf-ルする婆勢があふれtllJ.ております.自己実現を

切fZ!.するパイオニア適を支援するため.MOSAICやGopher等の検

索ツールや,HTML等のようなデファクトスタンダードが生み出

され,より生産性のよいオーサリングツールが開発されてきており

ます

マルチメディア時代-情報発信の時代に向けて.さまざまな支援

ツールが生み出され,また通信弔弟薪はといえば光77イバ化引凶

を推し進め,より人31-に発信する仕縦みを提案しております これ

らの動きを観察しておりますと.｢発fi.i名の論理｣,｢発信者の側の

税点｣での支援システムの開発ばかりが先行しすぎてはいないだろ

うかという疑問を感じます.情報は,当然消甘されてこそ価値のあ

るものとなり.その時点で発信者の主張が理解されるということに

なります.

郵政解 ｢通信白缶｣を見てみますと,さまざまなメディアによる

楠報の発信最は急激に仰びておりますが,一方では佃報の硝安鼠は

硬やかな伸びのままであり,年々そのギャ･/プが広がっているとい

う点がよくわかります.マルチメディアのさまざまなツールは,こ

の傾向により一層拍車をかけることとなるでしょう.

｢I乃報の海を泳いでいく｣パイオニア達にとっては.ある意味で

はエキサイティングな環境であるかもしれませんが,マルチメディ

アが中lLL･7年諸氏やお年帯りにとっても七一益なものとなるためには,

ハイパーリンクをたどって.必要なTI7報を揺すよりも,これを探 し

てくれる,黙っていてももってきてくれる付則みが必要となるで

しょう

また,情報のパイオニア連にとっても,何も一日中ハイパーリン

クをたどっているわけではなく,アウトドアライフやスポーツを満

喫したいと考えていることでしょう

マルチメディアが私たちの生所になくてはならない必需品となる

ためには,｢IIで報を消梁するための時Pu｣を生み出す仕組みが求め

られるでしょう fF7報の氾混ではなく,情報により,JJL活が飽かに.

そして自己実現の歩がかなえられるために,｢frLl報の供給と消梁の

アンバランス｣を解消し,消費の時関を生みlLH.す｢消焚薪の代理人 .

エージェント｣が切望されているのではないでしょうか.




